
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-０６０１０４－００５－０１ー０１－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

特　記　事　項

金　額 特　記　事　項細　節

129ha

細　節 金　額 細　節 金　額

計
画

近年においては減農薬・減化学肥料による米づくりは全国においてかなり多く取り組まれており、
当町においても土づくりセンターで生産された「たんたんくん」を活用しての米づくりや、農地・水・
環境保全向上対策事業を活用して、減農薬、減化学肥料による米づくりを推進します。

実
績

指　標 目　標　値 達　成　値

減農薬・減化学肥料による水稲作付
け面積

１５０ha

事務事業名 有機・減減米づくり推進事業費

担当部課 建設産業部　産業課
担　当 営農支援

サブリーダー 鈴木　陸夫

土づくりセンター及び畜産農家で生産された堆肥を活用した減農薬・減科学肥料の生産振興を
行いました。また、農地・水・環境保全向上対策事業を活用した米づくりの取組みを推進しまし
た。

どのような成果が現れます（現れました）か？

　減農薬・減化学肥料による栽培については、栽培履歴の確認や使用した資材等についても確認を
行うことから消費者に対して安心・安全を売ることが出来ます。さらに土壌診断に基づく施肥や有機
物の投入及び化学肥料を低減することにより余剰な農薬及び肥料が河川や地下水への流出を防止
し環境保全型農業が推進されます。さらに僅かではありますが販売金額についても有利販売できる
ことから農家所得の向上につながります。

栽培履歴により、農薬、肥料等資材を確認しましたので消費者に安全な米が提供できます。また、土
壌診断に基づく指導を行いましたので、化学肥料の過剰施肥を抑制できました。このことにより環境
負担軽減が図られました。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？
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■事業経費

財
　
源

0

0

地方債

補正予算額 0

計　画 実　績 特　記　事　項

0

0

0

0

0

受益者負担金

その他の特定財源

計

0

差引（一般財源）

国庫支出金

県支出金

0

予算現額

決算額

予
　
算

当初予算額

流用額

決　算

0

0




